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1. はじめに 

 複合構造物と現場打ちコンクリートの接合部には鉄

筋ジベルやせん断キー，チッピングが利用されてきた

が，接合部のジベルの数の減少とコンクリートの充填

性を改善するために高強度でずれ剛性の高いジベルが

要求されている．超高強度モルタルおよび鋼管充填ジ

ベルについては鋼・コンクリート間では検討されてい

る 1)が，プレキャスト構造物を現場打ちで接合すること

を想定してコンクリート・コンクリート間について検

討を行った． 

2. 試験体概要 

実験で用いたジベルの種類を表-1に示す．なお，No.1

～7 の試験体概要は図-1，No.8 の試験体概要は図-2 に

示す．ジベルの種類について，鉄筋ジベルは異形鉄筋

の SD345 の D16，D22 とし，鋼管充填ジベルは鋼管

STK400の外径 48.6mm厚さ 2.3mmと外径 60.5mm厚さ

3.2mm のものを使用した．以上のジベルの長さはすべ

て 200mmとした．  

試験体作製方法は，はじめに型枠にジベルを固定し，

中央ブロックを打設し，チッピング有りの場合は，凝 

表-1 ジベル種類 

No ジベル種類 ジベルの径

[mm] 

チッピング 

の有無 

1 鉄筋ジベル D16 無 

2 鉄筋ジベル D16 有 

3 鉄筋ジベル D22 無 

4 鋼管充填ジベル 48.6mm 無 

5 鋼管充填ジベル 48.6mm 有 

6 鋼管充填ジベル 60.5mm 無 

7 超高強度モルタルジベル 50.1mm 無 

8 せん断キー － 無 

表-2 材料特性値一覧 

部材名 

 

圧縮強度

[N/mm
2
] 

引張強度

[N/mm
2
] 

弾性係数

[kN/mm
2
] 

外側ブロック 48.4 3.3 34.9 

中央ブロック 63.0 3.0 35.7 

超高強度モルタルジベル 203.0 - - 

充填モルタル 71.0 - - 

部材名 降伏強度

[N/mm
2
] 

引張強度

[N/mm
2
] 

弾性係数

[kN/mm
2
] 

鉄筋ジベル(D16) 382.42 559.085 193.5 

鉄筋ジベル(D22) 377.76 551.88 190.7 

鋼管(φ48.6) 463 486 - 

鋼管(φ60.5) 397 466 - 

 

結遅延シートによりコンクリート表面を洗出し処理し 

た．その後，ブロック上方から両側のブロックを打設

した．また，試験体の界面にはグリスを塗り摩擦力に

よる抵抗を防いだ．表-2に材料特性値の一覧を示す． 

 

3.試験方法 

試験機は最大荷重 1800kN の万能試験機を使用した．

試験方法は押抜きせん断試験とし，漸増繰返し載荷法

における載荷を変位制御で行い，相対ずれが 2.0mm ま

では 0.2mm増すごとに，それ以後は 4.0mmまで 0.5mm

増すごとに載荷・除荷の漸増繰返し載荷を行った．な

お，ずれ変位が 4.0mm 以降は耐力が低下するまで載荷

した． 

No.8 のタイプは，載荷時の両側ブロックのひらきを

防ぐため最初の載荷・除荷時にはフランジを鋼棒とナ

ットで軽く締め固定した． 
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図-1 試験体 No.1-7 

 

図-2 試験体 No.8 

 

図-3 No7,8の応力－ひずみ曲線 

 

図-4  No.2,5の応力－ひずみ曲線 

 

図-5  No.1,3,4,6の応力－ひずみ曲線 

表-3 試験結果一覧 

No 最大耐力

Qmax[kN] 

降伏耐力 Qy-

[kN] 

最大耐力時のずれ変位

δmax[mm] 

1 420.2 185 14.4 

2 1375 - 0.369 

3 794.5 372 16.0 

4 760.9 525 5.72 

5 1058 - 7.85 

6 1241 773 8.67 

7 794 502 1.56 

8 1814 - 0.316 

 

4. 試験結果 

 図-3，図-4および図-5は，それぞれ超高強度モルタ

ルジベルとせん断キー，各鋼管充填ジベルと鉄筋ジベ

ルおよびチッピング有の鉄筋ジベルと鋼管充填ジベル

の試験結果である．図は，載荷荷重を縦軸に，コンク

リートブロック同士の相対ずれ変位を横軸に示してい

る．また，頭付スタッドの押抜き試験方法（案）2)に基

づき実施した試験結果一覧を表-3に示す． 

図-3 より，せん断キーの最大耐力が超高強度モルタ

ルジベルと比較して非常に高くなっており，せん断キ

ーは 1800kN を超えても破壊に至らなかった．図-4 よ

り，鉄筋ジベルの耐力が高くなったが，これは異形鉄

筋の引張作用によるものと思われる．図-4 と図-5 の

D16 と鋼管φ48.6 より，チッピング有と無で比較する

とチッピングによる効果はずれ変位が進んでも有効で

あると考えられる．表-3より降伏耐力で比較した場合，

鋼管充填ジベルは高い降伏耐力を示す． 

5. まとめ 

鋼管充填ジベルは鉄筋ジベルと比較してずれ変位に

よる脆性的な破壊を防ぎ，高い降伏耐力を発揮する． 
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